
  

 

部活動別の新型コロナウイルス感染症予防計画 

学校名 部活動名 顧問名 

都立青梅総合高等学校 女子バスケットボール部 神田道夫 

 

１ 当該部活動の基本方針 

 

 

 

 

 

 

２ 活動場所における感染症対策 

 

 

 

 

 

 

３ 活動前後の感染症対策 

 

 

 

 

 

 

４ 部室・更衣室等の利用計画 

 

 

 

 

 

 

５ 生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

※ 各学校の実態等に合わせ、様式を適宜変更してください。 

様式２（部活動用） 

学校の教育目標を高い目的意識と自ら実践する強い行動力をもって目標に達成すべく日々努力を重ねる。

コロナ禍におけるガイドラインに沿った活動を推進し、感染予防対策と時間管理を徹底した上で、生徒の

達成感を高める工夫を図る。競技大会等の具体的到達目標東京都ベスト８、関東大会出場を目指して日々

の練習に取り組む。奉仕精神の育成の為高体連大会の会場補助役員としても生徒が活動する。 

 

 

 

 

 

 

・部長会にて得た情報をもとに注意喚起や行動の見直しや確認を適宜行う。 

・活動後の行動にも感染対策、方法を考えて生徒相互が情報共有していく。 

・顧問、部員とのコミュニケーションを密に図り、新型コロナウイルスへの感染予防、感染拡大を

更に共に考えて実施していく。 

 

 

 

 

・常時換気を行う。（二か所以上の場所から換気する） 

・活動中もマスクをする。但し熱中症や酸素不足等には充分注意して、決して無理をしない、させ

ない。 

・必要以上な大声を出さない。 

 

 

 

 

 

・毎日健康観察を行い、少しでも具合が悪い時には登校せず活動しない。 

・活動前後には手指を洗い消毒し共有する場所の消毒を行う。 

・共有した場所や器具を消毒する。 

 

 

 

 

 ・特に更衣室等に於いて「しゃべらない」「マスクを外さない」「長時間滞在しない」「使用は少人数

で」を徹底する。 

・換気を必ず行う。 

 

 

 


